
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

は
じ
め
に　
　

２

１
章　
自
分
を
大
事
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
き
の
私

１
章　
自
分
を
大
事
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
き
の
私

周
り
の
目
、
周
囲
の
評
価
を
大
事
に
し
て
い
た　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

16

自
分
よ
り
も
周
囲
の
人
の
気
持
ち
を
優
先
さ
せ
て
い
た　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

19

焦
り
や
劣
等
感
、
不
足
感
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
い
か
ら
動
い
て
い
た　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

23

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
フ
タ
を
し
て
い
た　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

27

自
分
の
不
足
を
外
側
で
埋
め
よ
う
と
し
て
い
た　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

31



２
章　
自
分
を
大
事
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
理
由
～
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の
傷
～

２
章　
自
分
を
大
事
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
理
由
～
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の
傷
～

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
表
現
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
た　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

38

周
り
の
人
の
期
待
に
応
え
な
い
と
愛
さ
れ
な
い
と
い
う
思
い
込
み　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

42

自
分
の
本
音
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

45

「
自
愛
と
は
」　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

48

３
章　
「
自
愛
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
人
生
が
好
転
す
る

３
章　
「
自
愛
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
人
生
が
好
転
す
る

仕
事
・
収
入
・
人
間
関
係
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
す
べ
て
が
底
上
げ
さ
れ
る　

―
―
―
―
―
―
　

52

ピ
ン
チ
が
大
チ
ャ
ン
ス
に
変
わ
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

57

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
を
癒
や
す
こ
と
が
で
き
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

61

自
分
軸
が
確
立
さ
れ
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

64

個
性
や
魅
力
を
発
揮
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

68



豊
か
さ
を
自
分
で
作
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

72

ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
り
、
自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る　

―
―
―
―
―
　

75

自
愛
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
心
か
ら
満
足
す
る
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る　

―
―
―
―
　

78

４
章　
４
章　

Self-Love
Self-Love

「
自
愛
」
の
た
め
に
意
識
す
る
と
い
い
こ
と

「
自
愛
」
の
た
め
に
意
識
す
る
と
い
い
こ
と

自
分
に
対
し
て
誠
実
に
本
音
で
生
き
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

84

思
い
と
言
動
を
一
致
さ
せ
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

88

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
も
寄
り
添
い
、
受
け
入
れ
て
解
放
す
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

91

心
地
よ
く
過
ご
せ
る
環
境
を
自
分
で
作
り
出
す　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

95

自
分
が
出
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
意
を
払
う　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

99

流
れ
と
直
感
に
従
っ
て
動
く　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

103

自
分
の
心
地
よ
さ
を
最
優
先
す
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

108

我
慢
し
て
自
分
を
抑
え
る
こ
と
を
や
め
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

112



人
間
関
係
も
お
金
も
健
康
も
循
環
を
意
識
す
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

116

○
○
す
べ
き
や
、
善
悪
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
手
放
す　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

120

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
も
両
方
素
直
に
表
現
す
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

124

自
分
の
弱
さ
も
さ
ら
け
出
し
、
素
直
に
人
に
頼
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

127

男
性
性
と
女
性
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

131

完
璧
を
目
指
さ
な
い　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

135

頑
張
る
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

139

自
分
を
守
る
た
め
に
Ｎ
Ｏ
も
き
ち
ん
と
言
う　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

143

今
こ
こ
に
意
識
を
向
け
て
今
を
生
き
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

147

『
好
き
・
嫌
い
』『
快
・
不
快
』
を
大
切
に
す
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

151

失
敗
を
許
し
愛
で
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

154

自
分
自
身
の
一
番
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

158



５
章　
自
愛
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
に
戻
っ
て
い
く

５
章　
自
愛
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
に
戻
っ
て
い
く

性
別
を
越
え
た
魂
の
存
在
に
戻
っ
て
い
く　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

164

強
が
り
を
手
放
せ
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

168

理
想
の
自
分
を
演
じ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
く　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

171

自
分
を
責
め
る
こ
と
が
な
く
な
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

174

人
生
の
主
導
権
は
自
分
が
握
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

177

お
わ
り
に　
　

182


